
UPS設置時参照用　AB SCIEX社製 質量分析装置消費電力データ

このたびは弊社MS装置に関するデータお問い合わせいただきありがとうございます。　以下をご参照ください。

＜MS機種＞ 弊社MS装置全機種について、装置本体入力電圧は原則として単相200VAC系となります。

●API3200および3200QTRAP、API2000およびQTRAP

●API4000および4000QTRAP、ならびにAPI3000

●API5000

●TripleQuad 5500およびQTRAP 5500



●TripleTOF 5600 （合算値＝5280VA）

●QSTARシリーズ全般

●TOFTOF 5800
　　（装置入力電圧に応じて以下表から選択いただき、装置とポンプの合算値を利用ください）

●4700
　　（装置入力電圧に応じて以下表から選択いただきご利用ください）



●Voyager DE、Voyager DE PRO　および　Voyager DE STR
　　（装置入力電圧に応じて以下表から選択いただきご利用ください）

＜コンピュータ＞●Dell社製のMS制御用ワークステーション
　　（コンピュータ、モニターともに多くのモデルを採用していますが、以下の値の
　　　合算値をもって制御用ワークステーション消費電力（最大値）とみなします）

※さらなる詳細な消費電力についてはデル社ホームページ等から情報ご入手いただけます。

＜エア圧縮機＞ １．アネスト岩田社製 スクロールタイプコンプレッサーシステムの場合
使用している電動機（モーター）の定格出力は1.5kW、2.2kW、3.7kWの3種類がございます。
お客様にて稼働中のエアコンプレッサー本体モデル名称が仮に　SLP-221ECD（ドライヤ付）　の場合には
2.2kWの電動機が使用されていることになります。
この定格出力を保証できる能力をもつUPSをご選択ください。
※各機種共通して　3相200VAC系　が準備されていること。

2．エアテック社製エアコンプレッサー一体型窒素ガス発生装置システムの場合
ご使用いただいている装置のモデル名称（装置本体に表示）を以下のリンク先一覧表から参照いただくと
該当する電動機定格出力（kW）データがわかります。（以下一覧表一部参照例をご覧ください）
リンク先　 http://www.airtech-corp.com/product02.html
※装置によっては単相200VACモデルもございます。詳細データはリンク先テーブルご参照ください。

＜HPLC＞ 大変恐縮ですが、各メーカーの技術担当窓口にお問い合わせください。
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